
第６回
高齢者の生活実態と
介護サービス等に関する
意識調査結果について
大阪府福祉部高齢介護室
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資料１



１.調査実施概要
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１．報告書構成
‣第１章 調査実施概要
１.調査目的、2.調査設計、3.回収結果、4.表記などについて

‣第2章 調査結果
各設問集計結果及び、 「その他」等の⾃由記⼊欄に寄せられた意⾒、
属性設問とのクロス集計表（抜粋）、経年比較、項目間クロス集計

‣第３章 調査結果データ（集計表）
属性設問とのクロス集計表
①構成比（％） ②実数

‣資料 調査票

２．報告書とりまとめにあたって
・各設問に記載する解説（コメント）については、集計結果からみられる傾向等を記
載。

・「その他」等の⾃由記⼊欄に寄せられた意⾒で多かったものを掲載。

3



標本数
(a)

不到達
標本数

(b)

到達
標本数

(c)=(a)-(b)
回収数

(d)
標本数に対する
有効回答率

(d)/(a)

到達標本数に対する
有効回答率

(d)/(c)

6,230 15 6,215 4,160 66.8% 66.9%

4

３．回収結果

・基本属性等(※上段は調査結果、下段括弧書きは府内構成比を指す)

※府内構成比については、「大阪府毎月推計人口 令和４年10月1日時点」
及び「厚⽣労働省 介護保険事業状況報告（年報）、（⽉報）」より算出。

男⼥⽐
男性 ⼥性

43.1％
（42.6％)

54.8％
(57.4％)

年齢
65〜69歳 70〜74歳 75〜79歳 80〜84歳 85〜89歳 90歳以上

16.0％
(19.09%)

24.7％
(25.53％)

22.2％
(21.08％)

16.9％
(17.47％)

10.3％
(10.73％)

5.8%
(6.10%)

要介護
（支援）
認定率

20.5％
（23.0％）



２．新規調査項目について
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２．新規調査項目について
設定の考え方

・問５ 「収入を伴う仕事について」
就労状況と介護予防などとの関係性を⾒るために追加

・問９ 「要介護（要⽀援）度の変化について」
要介護（⽀援）度について前回認定時からの変化の状
況を確認するために追加

・問38 「お持ちの情報通信機器について」
高齢者の⽅々に施策や取組みが円滑に届くよう、効果
的な情報伝達手法を把握する目的で追加
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問5. 収入を伴う仕事

・収⼊を伴う仕事として最も割合が⾼いのは「⾮常勤・臨時の被雇⽤者」で8.8％、次いで「自営業」で5.7％
・年齢別にみると、年齢が上がるにつれて収⼊を伴う仕事をしている割合が減少

7

5.7 

6.3 

7.4 

6.6 

4.3 

2.1 

2.1 

7.7 

2.6 

4.6 

3.2 

2.3 

1.7 

0.7 

1.2 

2.4 

3.1 

8.5 

3.8 

1.5 

0.6 

0.2 

0.8 

5.9 

8.8 

19.6 

13.0 

6.9 

2.8 

1.4 

7.1 

0.4 

0.7 

0.7 

0.4 

0.3 

2.5 

3.3 

3.0 

2.2 

2.1 

2.1 

0.8 

2.4 

71.7 

53.8 

65.1 

74.8 

80.7 

87.0 

88.0 

65.7 

5.3 

3.0 

3.8 

5.3 

7.5 

6.5 

7.1 

8.9 

全体

(n=4160)

65～69歳
(n=667)

70～74歳
(n=1026)

75～79歳
(n=923)

80～84歳
(n=704)

85～89歳
(n=430)

90歳以上
(n=241)

不明

(n=169)

自営業 会社又は団体の役員
常勤の被雇用者

（会社員など）

非常勤・臨時の被

雇用者

（パート・アルバイ

トなど）

NPO法人での活
動等の有償活動・

有償サービス（い

わゆる”有償ボラ

ンティア”を含む）

その他収入の伴う仕事
収入の伴う仕事はして

いない
不明

凡例

(単位：%)



問9. 要介護（要⽀援）度の変化

・要介護度の変化としては、「同じ要介護（要⽀援）度である」が43.9％、「現在のほうが要介護（要支援）
度は上がっている」が27.0％
・現在の要介護（要⽀援）度別で⾒ると、要介護（⽀援）度が上がるほど「現在のほうが要介護（要支
援）度は上がっている」の割合が増加する傾向 8

27.0 

9.1 

15.8 

23.2 

26.9 

34.4 

34.3 

43.2 

31.1 

7.4 

8.6 

11.6 

5.9 

9.9 

5.9 

3.3 

43.9 

18.2 

41.1 

42.6 

44.5 

44.3 

46.1 

45.9 

52.5 

0.6 

27.3 

1.0 

9.3 

9.1 

14.8 

9.7 

12.6 

5.3 

5.9 

5.4 

1.6 

6.7 

27.3 

8.6 

7.7 

6.7 

3.8 

5.9 

2.7 

6.6 

5.1 

9.1 

10.0 

5.2 

3.4 

2.3 

2.0 

2.7 

4.9 

全体

(n=862)
要介護・要支援認定調査を

受けたが非該当だった(n=11)
要支援１

(n=209)
要支援２

(n=155)
要介護１

(n=119)
要介護２

(n=131)
要介護３

(n=102)
要介護４

(n=74)
要介護５

(n=61)
不明

(n=0)

現在のほうが要

介護（要支援）度

は上がっている

現在のほうが要

介護（要支援）度

は下がっている

同じ要介護（要

支援）度である

要介護（要支

援）から非該当

になった

今回初めて認定調

査を受け、要介護

（要支援）、または

非該当になった

わからない 不明
凡例

(単位：%)



問38. お持ちの情報通信機器

・情報通信機器の所有状況は、「テレビ」（81.3％）が最も多く、次いで「固定電話」（72.1％）、「スマート
フォン」（54.3％）の順

9

72.1 

32.7 

81.3 

50.4 

27.6 

54.3 

10.3 

27.5 

2.0 

0.5 

2.6 

5.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

固定電話

FAX

テレビ

ラジオ

携帯電話（スマートフォンを除く）

スマートフォン

タブレット端末（iPad、Galaxy Tabなど）

パソコン

インターネットに接続できるゲーム機
（PlayStation４、Nintendo Switchなど）

その他

保有していない

不明



３．経年⽐較項⽬について
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３．経年⽐較項⽬について
設定の考え方

前回と同様の項目を比較することで、対象者の状況を推移を確認
する。

・問10 「要介護（要⽀援）認定を受けた理由」

・問11-1 「介護サービス利⽤の有無」

・問13-1 「介護サービス利⽤者の満⾜度」

・問23   「日々の充実感」

・問25   「日々の暮らし向き」

・問33 「住んでいる地域での暮らしの安心」
11



問10.要介護（要⽀援）認定を受けた理由【経年⽐較】

・前回調査と⽐較すると、「訪問介護など居宅での介護サービスを利⽤するため」「特別養護⽼⼈ホームや介護
⽼⼈保健施設などに⼊所するため」「福祉⽤具貸与・購⼊や住宅改修を利⽤するため」「知⼈や医療福祉関
係者から申請を勧められたため」の割合がそれぞれ、やや増加

12

訪問介護など

居宅での介護

サービスを利用
するため

27.4

27.5

29.3 

特別養護老人

ホームや介護老

人保健施設など
に入所するため

6.1

8.3

8.7 

福祉用具貸与・

購入や住宅改

修を利用する
ため

12

11.9

13.5 

将来に備えて、

とりあえず認定

を受けておいた
方がよいと思っ

たため

10.4

9.8

8.8 

知人や医療福

祉関係者から

申請を勧めら
れたため

20.6

17.5

19.6 

その他

9.8

6.2

8.9 

不明

13.8

18.9

11.2 

凡例

(単位：%)

前々回（平成28年）
(n=869)

前回（令和元年）

(n=869)

今回（令和４年）

(n=851)



問11-1.介護サービス利⽤の有無【経年⽐較】

・前回調査と⽐較すると、「利⽤している」は5.3ポイント、「利⽤していない」は3.4ポイントそれぞれ増加

13

利用している

70.4 

62.4 

67.7 

利用していない

23.0 

15.9 

19.3 

不明

6.6 

21.7 

13.0 

凡例

(単位：%)

前々回（平成28年）
(n=869)

前回（令和元年）
(n=869)

今回（令和４年）

(n=851)



問13-1.介護サービス利⽤者の満⾜度【経年⽐較】

・前回調査と比較すると、「満足」「どちらかというと満足」はいずれも変化はほとんどみられなかった。

14

満足

39.9 

36.7 

35.9 

どちらかと言う

と満足

38.6 

35.8 

34.9 

どちらでもない

9.0 

8.7 

12.5 

どちらかという

と不満

3.9 

7.0 

4.7 

不満

1.1 

1.7 

1.0 

不明

7.5 

10.1 

10.9 

凡例

(単位：％)

前々回(平成28年)
(n=612)

前回(令和元年)
(n=542)

今回(令和４年)
(n=576)



問23.日々の充実感【経年⽐較】

・前回調査と比較すると、要支援・要介護認定を受けている方は、「たいへん充実感がある」がやや減少していた
一方で、「どちらかというと充実感がある」、「どちらかというと充実感がない」がそれぞれ、やや増加
・要介護・要支援認定を受けていない方は、「たいへん充実感がある」がやや減少した一方で、「どちらかというと
充実感がある」、「どちらかというと充実感がない」がそれぞれ、やや増加 15

たいへん充実感

がある

7.7 

10.9 

8.9 

20.5 

21.4 

19.0 

どちらかというと

充実感がある

50.7 

44.6 

46.5 

59.9 

58.7 

59.7 

どちらかというと

充実感がない

25.0 

24.3 

27.1 

12.0 

13.3 

14.8 

まったく充実感

がない

6.7 

8.9 

7.5 

1.3 

2.3 

2.0 

不明

9.9 

11.3 

9.9 

6.3 

4.3 

4.5 

凡例

(単位：%)

前々回（平成28年）
(n=869)

前回（令和元年）

(n=869)

今回（令和４年）
(n=851)

前々回（平成28年）
(n=2712)

前回（令和元年）

(n=2768)

今回（令和４年）
(n=2729)

【要介護・要支援認定を受けている】

【要介護・要支援認定を受けていない】



たいへんゆとりが

ある

2.1 

2.1 

4.0 

3.7 

3.5 

4.3 

ややゆとりがある

9.2 

8.5 

10.0 

14.2 

13.9 

14.9 

普通である

58.9 

55.6 

58.2 

59.8 

59.4 

59.7 

やや苦しい

15.9 

16.9 

14.1 

13.8 

13.8 

14.0 

たいへん苦しい

6.7 

5.4 

5.9 

3.8 

3.6 

3.7 

不明

7.2 

11.5 

7.9 

4.6 

5.8 

3.5 

凡例

(単位:%)

前々回(平成28年)
(n=869)

前回(令和元年)
(n=869)

今回(令和４年)
(n=851)

前々回(平成28年)
(n=2712)

前回(令和元年)
(n=2768)

今回(令和４年)
(n=2729)

問25. 日々の暮らし向き【経年⽐較】

・前回調査と比較すると、要介護・要支援認定の有無に関わらず、「たいへんゆとりがある」、「ややゆとりがある」、
「普通である」の割合がそれぞれ、やや増加

16

【要介護・要支援認定を受けている】

【要介護・要支援認定を受けていない】



安心して暮らす

ことができる

20.8 

29.2 

15.9 

20.3 

31.6 

13.2 

どちらかというと安心

して暮らすことができ

る

53.5 

47.9 

48.4 

61.2 

54.3 

55.9 

どちらかというと安

心して暮らすことが

できない

13.1 

7.6 

16.9 

10.8 

5.3 

17.9 

まったく安心して暮ら

すことができない

2.1 

2.6 

5.5 

1.2 

1.2 

6.0 

不明

10.5 

12.7 

13.3 

6.5 

7.5 

7.0 

凡例

前々回(平成28年)
(n=869)

前回(令和元年)
(n=869)

今回(令和４年)
(n=851)

前々回(平成28年)
(n=2712)

前回(令和元年)
(n=2768)

今回(令和４年)
(n=2729)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心【経年⽐較】※

・前回調査と比較すると、要介護・要支援認定の有無に関わらず、「安心して暮らすことができる」と答えた方が
減少し、「どちらかというと安心して暮らすことができる」がやや増加
※前回調査より、質問文を一部修正

17

【要介護・要支援認定を受けている】

【要介護・要支援認定を受けていない】



4．項目間クロス集計について
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4．項目間クロス集計について
分析のテーマ
地域包括ケアシステムの深化・推進（要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
続ける）

目的
要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けるために、日々の充実感、地域で
暮らすうえでの安心感、社会参加がどのように関係しているのかを確認する。

要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
続けることができる 19

考えられる要素

日々の充実感

地域で暮らす
ことへの
安心感 多様な

社会参加



【項目間クロス集計結果を踏まえて】

○日々の充実感、地域で暮らすうえでの安心感、社会参加は正の相関
関係があると考えられる。

○特に、社会参加の中でも、「仕事」「ボランティア活動・地域活動」は
日々の充実感と関係性が高いと考えられる。

○「話し相手がいない」「通知やお知らせ、情報が分からない」方は、地域
で安心して暮らすことができないと感じる傾向にある。

20



たいへん充実感がある

17.0 

25.2 

16.3 

16.7 

12.3 

11.6 

15.0 

どちらかというと充実感が

ある

56.0 

61.6 

59.9 

54.9 

63.6 

54.3 

47.9 

どちらかというと充実感が

ない

16.9 

8.2 

17.4 

19.5 

15.9 

21.9 

14.7 

まったく充実感がない

3.4 

0.7 

2.1 

4.2 

1.0 

5.8 

4.1 

不明

6.7 

4.3 

4.3 

4.6 

7.2 

6.4 

18.3 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

現在、参加している

(n=610)

参加したい

（現在参加していない）
(n=609)

参加したいと思わない

(n=1800)

途中でやめた

(n=195)

実施されていたことを

知らなかった(n=361)

不明

(n=585)

問23.日々の充実感 × 問16-1.健康体操や趣味の集い等の参加状況

・健康体操や趣味の集い等に「現在、参加している」方は、全体に比べて、「たいへん充実感がある」「どちらかと
いうと充実感がある」と回答した割合が高い。 21



たいへん充実感がある

17.0 

33.1 

26.2 

27.8 

33.2 

23.7 

23.3 

22.4 

27.1 

18.4 

5.9 

4.2 

どちらかというと充実感

がある

56.0 

60.5 

61.9 

62.9 

60.4 

66.4 

64.5 

62.7 

63.8 

59.6 

39.8 

17.3 

どちらかというと充実感

がない

16.9 

5.1 

9.9 

7.6 

4.9 

7.7 

10.1 

12.4 

5.6 

15.6 

38.6 

6.7 

まったく充実感がない

3.4 

0.6 

0.5 

0.3 

0.4 

0.7 

1.0 

1.2 

1.1 

4.3 

11.6 

2.1 

不明

6.7 

0.6 

1.5 

1.4 

1.1 

1.5 

1.1 

1.3 

2.3 

2.1 

4.1 

69.7 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

仕事

(n=625)

趣味の活動

(n=1289)

学習や教養を高めるための活動

(n=367)

ボランティア活動・地域活動

(n=283)

スポーツ活動、健康づくり

(n=807)

友人・知人との交流

(n=1595)

孫や子ども、若者などとの交流

(n=1402)

SNSを活用した交流
(n=177)

その他

(n=141)

特にない

(n=827)

不明

(n=284)

問23.日々の充実感 × 問24.生きがいを感じていること

22



（続き）

・「仕事」や「趣味の活動」等の生きがいを感じていることがあると回答した方は、「特にない」と回答した方に
比べて、 「たいへん充実感がある」「どちらかというと充実感がある」と回答した割合が高い。

・その中でも、「仕事」や「ボランティア活動・地域活動」と回答した方の、充実感があると回答した割合が最も
高く、次いで、「SNSを活⽤した交流」が⾼くなっている。

23



たいへん充実感がある

17.0 

33.5 

28.0 

15.0 

15.9 

14.9 

14.5 

どちらかというと充実感

がある

56.0 

54.1 

59.8 

61.7 

53.6 

58.9 

51.8 

どちらかというと充実

感がない

16.9 

8.6 

8.0 

17.0 

21.2 

19.3 

13.3 

まったく充実感がない

3.4 

1.9 

2.5 

5.5 

2.7 

2.8 

不明

6.7 

3.9 

2.3 

3.8 

3.9 

4.2 

17.5 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

既に活動している

(n=233)

今後、活動してみたい

(n=261)

ボランティア活動に関心はあるが、

どうやって始めたたらいいかわからない
(n=759)

ボランティア活動に関心がない

(n=1316)

その他

(n=711)

不明

(n=880)

問23.日々の充実感 × 問31-1.ボランティア活動への参加意向

・ボランティア活動について「既に活動している」「今後、活動してみたい」と回答した方は、「ボランティア活
動に関心がない」と回答した方に比べて、 「たいへん充実感がある」「どちらかというと充実感がある」と回答
した割合が高い。
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たいへん充実感がある

17.0 

24.0 

19.0 

21.9 

21.2 

15.6 

18.7 

どちらかというと充実感

がある

56.0 

59.2 

62.4 

59.4 

61.9 

56.3 

56.1 

どちらかというと充実

感がない

16.9 

11.1 

12.5 

13.6 

12.4 

19.6 

16.9 

まったく充実感がない

3.4 

1.6 

2.0 

1.2 

1.1 

4.0 

3.1 

不明

6.7 

4.0 

4.1 

4.0 

3.4 

4.5 

5.2 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

週に４回以上

(n=2551)

週に２～３回程度

(n=2591)

週に１回程度

(n=1734)

月に１～３回程度

(n=2760)

ほとんどない

(n=5662)

不明

(n=674)

問23.日々の充実感 × 問32-1.自分で外出する⽬的と頻度

・自分で外出する方は、外出が「ほとんどない」方に比べて、 「たいへん充実感がある」「どちらかというと充実感が
ある」と回答した割合が高い。
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たいへん充実感がある

17.0 

37.4 

15.7 

7.9 

11.6 

13.9 

どちらかというと充実感

がある

56.0 

45.7 

63.8 

53.6 

37.6 

43.8 

どちらかというと充実感が

ない

16.9 

8.0 

14.6 

28.5 

30.0 

13.4 

まったく充実感がない

3.4 

1.2 

2.2 

5.1 

13.2 

3.6 

不明

6.7 

7.8 

3.7 

4.8 

7.6 

25.3 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

安心して暮らすことができる

(n=589)

どちらかというと安心して

暮らすことができる(n=2211)

どちらかというと安心して

暮らすことができない(n=722)

まったく安心して

暮らすことができない(n=250)

不明

(n=388)

問23.日々の充実感 × 問33.住んでいる地域での暮らしの安心

・住んでいる地域で「安心して暮らすことができる」、「どちらかというと安心して暮らすことができる」と回答し
た方は、全体に比べて、「たいへん充実感がある」、「どちらかというと充実感がある」と回答した割合が高い。
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・「隣近所の⼈、⾃治会、町内会の⼈」等、困ったことや不安なことを相談できる相⼿がいる⽅は、「特にいな
い」と回答した方と比べて、「たいへん充実感がある」、「どちらかというと充実感がある」と回答した割合が高い。
・ 「知人・友人」 と回答した方の、充実感があると回答した割合が最も高く、次いで、「隣近所の⼈、⾃治会、
町内会の人」が高くなっている。

17.0 

18.2 

21.9 

21.8 

20.0 

20.4 

23.5 

13.3 

27.8 

23.9 

20.3 

20.0 

20.0 

15.8 

13.2 

20.0 

17.6 

10.2 

13.1 

56.0 

58.1 

59.8 

61.6 

60.2 

56.1 

51.3 

53.0 

46.7 

52.9 

55.9 

50.0 

56.0 

45.5 

48.7 

46.7 

52.9 

44.7 

36.4 

16.9 

16.2 

11.7 

12.1 

14.2 

14.8 

15.7 

22.5 

14.4 

14.2 

18.6 

20.0 

16.0 

29.2 

26.3 

24.4 

23.5 

24.8 

11.2 

3.4 

2.8 

1.7 

1.0 

1.8 

3.1 

2.6 

5.3 

5.6 

2.6 

10.0 

4.0 

4.3 

7.9 

4.4 

12.8 

2.8 

6.7 

4.6 

5.0 

3.5 

3.7 

5.6 

7.0 

6.0 

5.6 

6.5 

5.1 

4.0 

5.3 

3.9 

4.4 

5.9 

7.5 

36.4 

全体

(n=4160)

家族・親類

(n=3447)

隣近所の人、自治会、町内会の人

(n=540)

知人・友人

(n=1499)

かかりつけの医師（歯科を含む）

(n=1328)

かかりつけの薬局

(n=196)

民生委員

(n=115)

ケアマネジャー

(n=400)

市町村の職員

(n=90)

地域包括支援センターの職員

(n=155)

市町村社会福祉協議会の職員

(n=59)

隣保館や老人福祉センターなどの相談員

(n=10)

コミュニティソーシャルワーカー

(n=25)

介護サービス事業所や施設の職員など

(n=209)

介護サービス相談員

(n=76)

生活支援コーディネーター

(n=45)

その他

(n=17)

特にいない

(n=226)

不明

(n=214)

問23.日々の充実感 × 問34.困ったことや不安なことを相談できる相⼿
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たいへん充実感がある
どちらかというと充実感

がある

どちらかというと充実感

がない
まったく充実感がない 不明

凡例

(単位:%)



安心して暮らすこと

ができる

14.2 

17.7 

11.0 

14.2 

13.8 

13.6 

14.0 

どちらかというと安心して

暮らすことができる

53.1 

59.2 

57.0 

53.2 

56.9 

49.3 

43.9 

どちらかというと安心し

て暮らすことができない

17.4 

13.3 

19.4 

17.4 

16.9 

23.5 

15.7 

まったく安心して暮らすこ

とができない

6.0 

2.6 

5.6 

7.4 

4.6 

6.6 

5.8 

不明

9.3 

7.2 

7.1 

7.8 

7.7 

6.9 

20.5 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

現在、参加している

(n=610)

参加したい

（現在、参加していない）
(n=609)

参加したいと思わない
(n=1800)

途中でやめた
(n=195)

実施されていたことを

知らなかった(n=361)

不明

(n=585)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心 × 問16-1.健康体操や趣味の集い等の参加状況

28

・健康体操や趣味の集い等に「現在、参加している」方は、全体と比べて、「安心して暮らすことができ
る」「どちらかというと安心して暮らすことができる」と回答した割合が高い。



14.2 

15.4 

15.4 

15.3 

20.5 

15.2 

15.5 

15.4 

18.1 

13.5 

10.6 

13.4 

53.1 

57.6 

58.9 

54.8 

60.4 

58.6 

59.7 

59.3 

59.3 

52.5 

47.3 

26.8 

17.4 

14.7 

15.7 

16.9 

10.2 

16.5 

15.5 

15.8 

13.6 

18.4 

21.8 

12.7 

6.0 

4.5 

4.0 

8.4 

2.8 

4.3 

3.0 

3.9 

3.4 

5.0 

11.1 

7.4 

9.3 

7.8 

6.0 

4.6 

6.0 

5.3 

6.1 

5.6 

5.6 

10.6 

9.2 

39.8 

全体

(n=4160)
仕事

(n=625)
趣味の活動

(n=1289)
学習や教養を高めるための活動

(n=367)
ボランティア活動・地域活動

(n=283)
スポーツ活動、健康づくり

(n=807)
友人・知人との交流

(n=1595)
孫や子ども、若者などとの交流

(n=1402)
SNSを活用した交流

(n=177)
その他

(n=141)
特にない

(n=827)
不明

(n=284)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心 × 問24.生きがいを感じていること

・「仕事」や「趣味の活動」等の生きがいを感じていることがあると回答した方は、「特にない」と回答した方に
比べて、「安心して暮らすことができる」「どちらかというと安心して暮らすことができる」と回答した割合が高い。
・「ボランティア活動・地域活動」と回答した方の、安心して暮らすことができると回答した割合が最も高い。
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安心して暮らすこと

ができる

どちらかというと安心し

て暮らすことができる

どちらかというと安

心して暮らすことが

できない

まったく安心して暮らすこ

とができない
不明

凡例

(単位:%)



・⽇常⽣活での不安や悩みが「特にない」と回答した方は、「安心して暮らすことができる」「どちらかというと
安心して暮らすことができる」と回答した割合が高い傾向。
・「話し相手がいないこと」「通知やお知らせ、情報が分からないこと」と回答した方の、「どちらかというと安
心して暮らすことができない」「まったく安心して暮らすことができない」と回答した割合が高い。

14.2 

7.0 

3.4 

9.8 

12.8 

9.0 

9.9 

10.1 

4.0 

6.7 

13.2 

13.1 

15.0 

22.3 

19.3 

53.1 

51.3 

40.8 

55.1 

56.8 

51.3 

56.5 

55.2 

44.3 

49.8 

43.4 

48.0 

46.3 

54.3 

31.7 

17.4 

24.7 

30.5 

21.5 

18.4 

24.5 

21.4 

20.2 

31.5 

25.5 

24.0 

24.0 

20.0 

10.0 

10.3 

6.0 

11.0 

16.7 

6.8 

6.3 

7.7 

6.1 

6.8 

13.4 

10.5 

11.5 

8.6 

12.5 

4.6 

4.3 

9.3 

5.9 

8.6 

6.9 

5.6 

7.5 

6.1 

7.8 

6.7 

7.6 

8.0 

6.3 

6.3 

8.8 

34.3 

全体
(n=4160)

人間関係のこと
(n=372)

話し相手がいないこと
(n=233)

自分の健康状態や生活

習慣病などの病気のこと(n=1599)
新型コロナウイルス等

感染症に感染すること(n=977)
自分の介護のこと

(n=801)
身近な家族の健康状態や

病気のこと(n=1065)
身近な家族の介護のこと

(n=397)
通知やお知らせ、

情報が分からないこと(n=149)
生活費や財産のこと

(n=609)
家事のこと

(n=288)
新型コロナウイルス等感染症による

暮らしへの影響のこと(n=175)
その他
(n=80)

特にない
(n=963)
不明

(n=300)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心 × 問26.⽇常⽣活での不安や悩み
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安心して暮らすこと

ができる

どちらかというと安心し

て暮らすことができる

どちらかというと安

心して暮らすことが

できない

まったく安心して暮らすこ

とができない
不明

凡例

(単位:%)



・⾃宅や地域で暮らしたいと回答している⽅は、 「安心して暮らすことができる」「どちらかというと安心して
暮らすことができる」と回答した割合が高い傾向。

安心して暮らすことができる

14.2 

24.4 

15.0 

10.9 

15.0 

11.2 

11.3 

12.2 

13.9 

どちらかというと安心し

て暮らすことができる

53.1 

55.3 

57.9 

62.2 

54.6 

51.6 

53.1 

51.7 

39.6 

どちらかというと安心して暮ら

すことができない

17.4 

12.1 

16.7 

14.3 

21.0 

23.2 

20.0 

16.8 

13.1 

まったく安心して暮らすこと

ができない

6.0 

3.1 

4.4 

5.0 

5.2 

7.0 

9.4 

8.2 

5.0 

不明

9.3 

5.1 

6.1 

7.6 

4.1 

7.0 

6.3 

11.1 

28.5 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

自宅で、介護サービスを受けずに、

家族などの介護を

受けて暮らしたい(n=356)

自宅で、介護サービスを

受けて暮らしたい(n=1102)

地域に密着したサービスを

受けて暮らしたい(n=119)

高齢者向け住宅に

入居して暮らしたい(n=366)

介護保険施設に

入所して暮らしたい(n=517)

医療機関に入院したい

(n=320)

分からない

(n=976)

不明

(n=404)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心 × 問29.人生の最期を迎える時にどのような暮らしをおくりたいか

31



・自分で外出する方は、外出が「ほとんどない」方に比べ、 「安心して暮らすことができる」「どちらかというと
安心して暮らすことができる」と回答した割合が高い。

安心して暮らすことができる

14.2 

15.8 

13.9 

11.4 

13.8 

14.0 

15.6 

どちらかというと安心して

暮らすことができる

53.1 

54.7 

57.5 

60.1 

58.8 

52.5 

52.2 

どちらかというと安心して

暮らすことができない

17.4 

16.0 

16.7 

17.1 

16.4 

17.9 

19.4 

まったく安心して暮らすこと

ができない

6.0 

6.0 

4.7 

5.8 

5.2 

8.3 

5.3 

不明

9.3 

7.6 

7.2 

5.6 

5.8 

7.2 

7.4 

凡例

(単位:%)

全体

(n=4160)

週に４回以上

(n=2551)

週に２～３回程度

(n=2591)

週に１回程度

(n=1734)

月に１～３回程度

(n=2760)

ほとんどない

(n=5662)

不明

(n=674)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心 × 問32-1.自分で外出する⽬的と頻度
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・「隣近所の⼈、⾃治会、町内会の⼈」等、相談できる相⼿がいる⽅は、「特にいない」と回答した⽅に⽐べて、
「安心して暮らすことができる」「どちらかというと安心して暮らすことができる」と回答した割合が高い。

14.2 

15.5 

21.3 

15.3 

16.7 

17.9 

23.5 

19.5 

26.7 

19.4 

22.0 

20.0 

20.0 

23.0 

23.7 

11.1 

11.8 

7.5 

53.1 

56.9 

62.4 

61.6 

60.5 

61.2 

59.1 

52.3 

52.2 

55.5 

55.9 

60.0 

64.0 

53.1 

52.6 

60.0 

58.8 

41.6 

7.0 

17.4 

17.6 

12.4 

17.1 

15.7 

16.3 

14.8 

18.5 

17.8 

18.1 

15.3 

10.0 

12.0 

12.9 

17.1 

24.4 

23.5 

23.5 
1.9 

6.0 

5.3 

1.3 

3.1 

4.1 

3.6 

0.9 

3.8 

2.2 

4.5 

1.7 

10.0 

3.3 

1.3 

5.9 

20.8 

2.3 

9.3 

4.8 

2.6 

2.9 

2.9 

1.0 

1.7 

6.0 
1.1 

2.6 

5.1 

4.0 

7.7 

5.3 

4.4 

6.6 

88.8 

全体
(n=4160)
家族・親類
(n=3447)

隣近所の人、自治会、

町内会の人(n=540)
知人・友人
(n=1499)

かかりつけの医師

（歯科を含む）(n=1328)
かかりつけの薬局

(n=196)
民生委員
(n=115)

ケアマネジャー
(n=400)

市町村の職員
(n=90)

地域包括支援

センターの職員(n=155)
市町村社会福祉

協議会の職員(n=59)
隣保館や老人福祉センター

などの相談員(n=10)
コミュニティソーシャル

ワーカー(n=25)
介護サービス事業所や

施設の職員など(n=209)
介護サービス相談員

(n=76)
生活支援コーディネーター

(n=45)
その他
(n=17)

特にいない
(n=226)
不明

(n=214)

問33.住んでいる地域での暮らしの安心 × 問34.困ったことや不安なことを相談できる相⼿
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安心して暮らすこと

ができる

どちらかというと安心し

て暮らすことができる

どちらかというと安

心して暮らすことが

できない

まったく安心して暮らすこ

とができない
不明

凡例

(単位:%)


